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高
齢
者
の
た
め
の
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
医
療
を
皆
さ

ん
で
支
え
、
高
齢
者
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高齢者にとって身近な金山町国保診療所

〜
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
っ
て
今
年
度
で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
〜

制
度
の
し
く
み

皆
さ
ま
の
大
切
な

保
険
料
が
財
源
で
す

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
、
75
歳
以
上
の

方
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
と
認
定
を
受
け
た
方

が
加
入
し
ま
す
。
原
則
、
75
歳

の
誕
生
日
か
ら
自
動
的
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る

た
め
、
加
入
の
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
障
が

い
の
認
定
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

　

財
政
運
営
は
福
島
県
内
の
す

べ
て
の
市
町
村
で
構
成
す
る
福

島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
行
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は

次
の
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

•
被
保
険
者
の
加
入
や
脱
退
の

届
出
等
の
受
付

•
被
保
険
者
証
な
ど
の
引
き
渡

し
•
保
険
料
の
通
知
と
徴
収

•
給
付
に
関
す
る
申
請
の
受
付

　

な
ど

　

医
療
に
か
か
る
費
用
は
、
患

者
の
皆
さ
ん
の
自
己
負
担
を
除

き
、
国
・
地
方
公
共
団
体
か
ら

負
担
さ
れ
る
費
用
で
約
５
割
、

現
役
世
代
か
ら
の
支
援
（
若
年

層
の
保
険
料
）
で
約
４
割
が
ま

か
な
わ
れ
ま
す
。
残
り
の
約
１

割
を
、
制
度
に
加
入
す
る
皆
さ

ん
が
納
め
る
保
険
料
か
ら
負
担

し
ま
す
。

医
療
機
関
に

か
か
る
と
き

　

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
は
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
自

己
負
担
し
ま
す
。
自
己
負
担
の

割
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
一
般
的
な
所
得
の
方

 

負
担
割
合
…
１
割

•
若
い
世
代
並
み
に
所
得
の
あ

る
方　

 

負
担
割
合
…
３
割

※
若
い
世
代
並
み
の
所
得
と
は

住
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5

万
円
以
上
の
方
、
ま
た
は
同

一
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得

が
1
4
5
万
円
以
上
の
被
保

険
者
が
い
る
方
を
言
い
ま
す
。
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～平成２４・２５年度の保険料率が決まりました～
　保険料率は、福島県内の後期高齢者の方の２年間の医療給付費（総医療費から窓口負担額を除いた
額）を推計し、２年ごとに見直しを行っています。（平成２２・２３年度の所得割率は７.６０％でした。）
　平成２４年度及び２５年度の保険料は次のとおりです。

※賦課のもととなる所得金額は、前年の総所得及び山林所得金額並びに株式・長期（短期）譲渡所
得金額等の合計から基礎控除額３３万円を控除した額です。

＋ ＝
均等割額

被保険者１人あたり

４０,０００円

所得割額
賦課のもとと
なる所得金額×７.７６％

１年間の保険料
上限額５５万円

（１００円未満切捨て）

病気の予防が大切です
　人口の急速な高齢化等により、医療費が増加
傾向にあります。
　医療費が増えると、給付の費用をまかなうた
めに保険料の引き上げなども考えられます。
　医療費を増やさないよう、日頃から健康維持
に努めましょう。

～医療費を有効に使うポイント～
•かかりつけ医を持ちましょう。
•定期的に健康診査を受けましょう。
•「食事」「運動」「休養」に気を配り、健康維
持に努めましょう。

医療費が高額になったときは？
　１カ月の自己負担合計額が高額になった場
合、申請により、自己負担限度額を超えた分が
「高額療養費」として支給されます。該当者に
は申請書をお送りします。
　一度申請をすると、次回からは自動的に限度
額を超えた分が口座に振り込まれます。

亡くなられたときは？
　被保険者が亡くなられた場合、申請により、
葬祭を行う方に「葬祭費」として５万円を支給
します。

◎後期高齢者医療制度に関する問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５

　町では平成２３年度に保健推進員会活動を休止し、替わって地域協力員というボランテ
ィア組織を立ち上げて、少しずつ活動を始めています。（４月現在、６０名の方が協力員と
して活動をしています。）

地域協力員とは
①ボランティア組織であり、平成２３年度より随時募集をしています。
②担当地区は特になく、まずは隣近所の方との交流を深めたり見守りをしていただきます。

地域協力員の役割
①保健推進員の事業も引き継ぎ、区長、地区民生委員との連携も行います。
（保健推進員の事業　訪問対象者の連絡・健康相談時の協力・ごみ減量化推進の協力等）
②ボランティア組織とはいえ、個人情報を知る事があり、秘密保持については他組織と同
様固く守ります。
※地域ボランティアの方が不在の地区については、平成２４年度も参加者を募ります。

 ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５

平成２４年度の保険料額及び納付方法については、町から８月にお知らせします。

金山町地域協力員について
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えごまパウダーを試食する鴻巣市の子どもたち

　４月８日、友好都市である埼玉県鴻巣市で「さく
らまつり」が開催され、町からは㈱奥会津金山大
自然やＮＰＯ法人奥会津金山あそびのがっこうな
どが参加し、特産品の販売をしました。昨年は東
日本大震災の影響で中止されましたが、今年はた
くさんの方が来場し大変なにぎわいを見せました。
　会場では長谷川町長が「昨年７月の新潟・福島
豪雨の際には鴻巣市からたくさんの支援やボラン
ティアの参加をいただき、大変感謝しています。
今年は沼沢湖水まつりも開催しますので、是非お
越しください」と挨拶をし、来場者からは大きな
拍手が送られました。

町の特産品を販売
鴻巣市で「さくらまつり」開催

　川口高校の入学式が４月９日行われ、新入生
３０名が入学しました。式では本

ほん

馬
ま

忠
ただ

幸
ゆき

校長が
「川口高校は先輩方や地域の方々に支えられて
存在しています。奥会津の雄大な自然の中、学
習、心の成長、健やかな体作りができる素晴ら
しい環境が整っている学校です。皆さんは今日
から川高生として持てる力を発揮して欲しいと
思います」と式辞を述べました。
　来賓祝辞に続き新入生を代表して菅家翼君
（大塩）が「今日の喜びを胸に様々な困難を乗り
越え、豊かな自然に恵まれた素晴らしい環境の
中で自分たちの夢に向かって努力していきたい
と思います」と力強く宣誓しました。

新入生３０名、希望の船出
川口高校入学式

謡を披露する金山宝生会の皆さん

誓いの言葉を述べる菅家君

　４月１５日（日）、横田地区の和泉屋旅館で宝
生流交流謡会が行われ只見町、三島町、柳津町、
西会津町、会津若松市や新潟県阿賀町から７団
体、約６０名の謡愛好者が参加しました。
　謡とは能舞台の舞・囃

は や し

子・謡の三要素の一つ
で、登場人物の台詞と地

じうたい

謡と呼ばれる状況説明
の部分からなり、特殊な台詞まわしや節がある
のが特徴です。
　町でも金山宝生会の会員１８名が参加し、
日々の研

けん

鑽
さん

の成果を披露しました。
　会では囃子、舞も披露され、愛好者たちの幽
玄な謡が会場を包みました。

謡
うたい

の愛好者が集う
宝
ほう

生
しょう

流
りゅう

交流謡会
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　４月２１日、大塩体育館でお年寄りや中学生
以下の子どもを対象とした交通安全教室が開か
れ、多くの方が来場しました。この講習は交通
安全意識の高揚と継続を推進するとともに、今
年の春の全国交通安全運動の基本でもある「子
どもと高齢者の交通事故防止」を目的として行
われたものです。
　講習では横田駐在所の木村隆巡査長らが講師
を務め、観光客が多く訪れるゴールデンウィー
ク期間中の交通事故ゼロを呼びかけました。
　講習会の他にも建設重機の無料乗車体験や焼
きそば等の食事が振る舞われ、参加者からは来
年も開催してほしいという声が聞かれました。

住民の安全・安心のため
子どもと高齢者の交通安全教室を開催

  ４月２５日、開発センターで川口高校を考え
る会が開催されました。
　この会は川口高校の生徒減少が年々進行して
いる実情を踏まえ、他市町村からの生徒の入学
を促進し、川口高校を存続させていくための議
論の場として設けられました。３月に引き続き
２回目の開催となります。
　会では、学生寮の土日開設や無償化、ＰＲ活
動、町や地域を含めた支援、学校の特徴をどの
ように出していくかなど様々な意見が出されま
した。川口高校をはじめ、同窓会、保護者と教
師の会は今回の意見をもとに、今後も継続的に
高校のＰＲ活動を行っていきます。

活発な意見が交わされる
川口高校を考える会

貴重な意見が出された考える会

講習を真剣に聞く子どもたち

　金山町消防団春季検閲式が４月２２日、来賓
各位、婦人消防クラブを招き町民体育館で行わ
れました。式では長谷川町長が昨夏の新潟・福
島豪雨災害を振り返り「豪雨災害において人的
被害が出なかったということは消防団の皆さん
の的確な判断があったからだと思います。地域
住民の安心、安全のために消防団の更なる精進
を期待します」と挨拶しました。
　また、式では通常点検が行われ、団員たちは
整然とした行動をとっていました。式の終了後、
各分団はそれぞれ屯所に戻り、機械器具の点検
などを行いました。

豪雨災害を乗り越えて
金山町消防団春季検閲式

通常点検を受ける消防団員の皆さん
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こ
れ
か
ら
の
予
定

★
５
月
★

▼
15
日（
火
）

•
古
文
書
教
室

　

午
前
10
時
〜 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
16
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
17
日（
木
）

•
膝
・
腰
予
防
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
19
日（
土
）

•
金
山
小
学
校
運
動
会

　

午
前
８
時
50
分
〜 

同
校

▼
25
日（
金
）

•
1.6
歳
・
２
歳
児
健
診

　

午
後
１
時
〜 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
26
日（
土
）

•
横
田
小
学
校
横
田
地
域
合
同
大
運

動
会

　

午
前
８
時
50
分
〜 

同
校

★
６
月
★

▼
３
日（
日
）

•
御
神
楽
岳
山
開
き

　

午
前
６
時
50
分

 

金
山
町
役
場
集
合

▼
４
日（
月
）

•
子
宮
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

午
前
８
時
30
分
〜 

開
発
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
〜 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
７
日（
木
）

•
行
政
相
談
（
人
権
相
談
を
合
同
開

催
）

　

午
前
10
時
〜 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
８
日（
金
）

•
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

お
知
ら
せ

納期限は

5月31日
です

今月の納税

●
固

定

資

産

税　
　

１
期
・
全
期

●
国
民
健
康
保
険
税　
　

１　

期

●
介

護

保

険

料　
　

１　

期

●
水

道

使

用

料　
　

５
月
分

●
保

育

料　
　

５
月
分

納め忘れに
ご注意くだ
さい

表　
　
　
彰

　

平
成
24
年
度
金
山
町
消
防
団

春
季
検
閲
式
が
４
月
22
日
、
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
次
の
方
々

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

 

（
敬
称
略
）

▼
功
労
章

 

（
勤
続
25
年
以
上
）

　

栗　

城　

和　

夫（
小
栗
山
）

　

栗　

城　

澄　

雄（
玉　

梨
）

　

栗　

城　

哲　

也（
玉　

梨
）

　

栗　

田　

哲　

也（
本　

名
）

　

栗　

城　

孝　

志（
中　

川
）

　

角　

田　

健　

一（
上
横
田
）

　

新　

国　

啓　

一（
西　

部
）

▼
善
行
章

 

（
勤
続
20
年
以
上
）

　

小　

林　

嗣　

雄（
小
栗
山
）

　

坂　

内　
　
　

譲（
玉　

梨
）

　

中　

丸　

耕　

司（
大　

志
）

　

五
ノ
井　

傳　

助（
水　

沼
）

　

須　

佐　

光　

夫（
上
横
田
）

　

滝　

沢　

和　

俊（
上
横
田
）

　

小　

沼　

康　

弘（
大　

塩
）

消
防
団
春
季
検
閲
式
で

表
彰

▼
精
勤
章

 

（
勤
続
15
年
以
上
）

　

井　

上　
　
　

敏（
沼　

沢
）

　

菊　

地　
　
　

稔（
土　

倉
）

▼
永
年
勤
続
章

 

（
勤
続
10
年
以
上
）

　

押　

部　

健　

也（
八　

町
）

　

長
谷
川　

秀　

利（
橋　

立
）

　

大　

友　

三
千
夫（
中　

川
）

　

須　

佐　
　
　

勉（
山
入
二
）

▼
退
職
団
員
感
謝
状　

〈
退
職
幹
部
（
班
長
以
上
経
験
）

 

及
び
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
〉

　

加　

藤　

清　

吉（
川　

口
）

　

五
ノ
井　
　
　

斉（
水　

沼
）

　

五
ノ
井　

貞　

彦（
高　

倉
）

　

本　

名　

一　

男（
大
栗
山
）

　

若　

林　

豊　

昇（
福　

沢
）

　

菅　

家　

昭　

彦（
大　

塩
）

案　
　
　
内

　

町
で
は
、
埼
玉
県
羽
生
市
・

鴻
巣
市
と
友
好
都
市
を
提
携
し

て
い
ま
す
。
友
好
都
市
の
方
々

と
の
交
流
促
進
を
図
る
た
め
、

友
好
都
市
へ
宿
泊
を
し
た
方
に

対
し
て
宿
泊
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
日
に

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

▼
補
助
金
額
（
一
泊
に
つ
き
）

　

大
人
（
中
学
生
以
上
）

 
２
０
０
０
円

　

小
人
（
小
学
生
）

　

 

１
５
０
０
円

　

幼
児
（
就
学
児
童
未
満
）

 

１
０
０
０
円

※
幼
児
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

食
事
及
び
寝
具
の
提
供
を
受

都
市
と
の

交
流
促
進
補
助
金

け
た
場
合
に
補
助
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

▼
対
象
期
間

　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
31
日

▼
申
請
期
限

　

宿
泊
日
か
ら
１
カ
月
以
内

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

 

☎
54
–
５
２
２
２

　

金
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
田
中
創は

じ
め
弁
護
士
に
よ
る
心

配
事
相
談
所
を
開
き
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
開
催
日

　

５
月
25
日（
金
）

▼
場
所
・
時
間

•
ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
前
10
時
〜
正
午

•
横
田
出
張
所

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
前

日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
55
–
３
３
３
６

弁
護
士
に
よ
る

心
配
事
相
談

　

固
定
資
産
税
は
、
年
４
回
に

分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
全
て
の
納
期
分
を
第

１
期
の
納
期
限
ま
で
に
納
め
る

町
税
な
ど
の

全
納
割
引
制
度

と
年
税
額
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

年
税
額
２
０
０
０
０
円
以
上

の
方
が
対
象
で
、
今
年
度
の
第

１
期
の
納
期
限
は
５
月
31
日
で

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

 

☎
54
–
５
１
２
１
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ご
寄
付
に
感
謝

　

次
の
方
か
ら
金
山
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

●
匿
名
希
望
の
方
か
ら
３
万
円

　

ご
寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

募　
　
　
集

　

町
は
良
好
な
水
辺
環
境
が
保

全
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

河
川
周
辺
の
美
化
作
業
を
行
う

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
作
業
箇
所

　

町
内
の
一
級
河
川

▼
作
業
内
容

　

河
川
周
辺
の
草
刈
り
な
ど

▼
募
集
締
切

　

５
月
25
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
建
設
係

 

☎
54
–
５
３
１
１

河
川
美
化
の
作
業
団
体

　

町
の
特
徴
で
も
あ
る
「
支
え

あ
い
」
の
精
神
を
更
に
広
め
て

い
く
た
め
に
、「
地
域
支
え
あ
い

支
援
事
業
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

行
政
区
・
地
区
組
織
・
町
民

（
概
ね
５
人
以
上
）
で
構
成
す

る
グ
ル
ー
プ
等
（
個
人
、
企
業

は
対
象
外
）

▼
対
象
事
業

「
支
え
あ
い
」
の
精
神
に
よ

る
地
域
づ
く
り
事
業

▼
補
助
金
の
上
限

　

30
万
円

▼
募
集
期
間

　

平
成
24
年
５
月
10
日（
木
）

地
域
支
え
あ
い
支
援
事
業

 

〜
６
月
13
日（
水
）

　

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

 

☎
54
–
５
２
２
２

　

今
年
度
、
町
で
は
第
４
次
振

興
計
画
の
テ
ー
マ
「
支
え
あ
い

の
町　
か
ね
や
ま
」
の
進
展
と
、

東
日
本
大
震
災
や
昨
夏
の
洪
水

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
願

い
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
Ｔ

シ
ャ
ツ
と
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」
を
製

作
し
ま
す
。
製
作
し
た
Ｔ
シ
ャ

ツ
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
希
望
者
へ

販
売
し
、
町
民
全
体
で
町
づ
く

り
の
意
識
を
高
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
プ
リ
ン
ト
内
容
の

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。
皆

さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
復
興
政
策
係

 

☎
54
–
５
２
０
３

金
山
町
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
Ｔ
シ
ャ
ツ
」・「
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」

デ
ザ
イ
ン
募
集

　

平
成
25
年
度
町
職
員
採
用
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種

　

一
般
事
務（
大
卒
程
度
）

　

保
健
師

▼
第
１
次
試
験
期
日

　

７
月
22
日（
日
）

▼
受
付
期
間

　

５
月
24
日（
木
）か
ら

　

６
月
22
日（
金
）ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

 

☎
54
–
５
２
２
２

町
職
員
募
集

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
の
広
報
か
ね
や
ま
４
月

号
の
９
ペ
ー
ジ
の
新
区
長
に
掲

載
し
た
大
栗
山
の
加
藤
賢
亨
さ

ん
は
、
正
し
く
は
加
藤
賢
享
さ

ん
で
し
た
。
訂
正
の
上
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

金山町公式ホームページを
リニューアルしました

　町では、情報発信の効率化と迅速化をめ
ざし、金山町ホームページの全面リニュー
アルを行いました。
　新しいホームページは、種類別に情報を
分類し、利用者の皆さんが必要な情報を見
やすく、探しやすくして
います。
　また、年齢や障がいの
有無に関わらず、誰もが
利用できるように配慮を
しました。文字の拡大縮
小や背景色を変更する機
能、音声読み上げ機能も
設置しました。
◎問い合わせ…総務係
　　　☎５４－５２２２

福島さわやか行政相談キャンペーン
５月１日（火）～３１日（木）

◆行政相談委員◆
大　石　盛　一　さん
住所：大志字居平１７２番地の１
電話：５４－２６３４

　総務省では、金山町を担当する行政相談委員
として、上記の方を委嘱しています。行政相談
委員は、総務大臣が委嘱するもので、国の仕事
を始め、NTTなどの特殊法人等の仕事について
の苦情や意見・要望を受け付け、皆さんと関係
行政機関との間に立って、その解決を促進する
よう相談に応じています。
　「福島さわやか行政相談キャンペーン」をはじ
め、年間を通して手紙や電話でも相談でき、自
宅でも相談に応じます。相談は秘密厳守で無料
ですので、お気軽にご利用ください。

リニューアルした
町公式ホームページ
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●
●
●

総
合
検
診
が
始
ま
り
ま
す
●
●
●

　

総
合
検
診
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
方
は

特
定
健
診
の
対
象
者
で
義
務
健

診
、
75
歳
以
上
の
方
は
後
期
高

齢
健
診
と
な
り
、
義
務
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、胃
、大
腸
や
肺
な

ど
の
が
ん
検
診
と
あ
わ
せ
て
、

ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
に

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
19
歳
か
ら
39
歳
の

方
は
県
民
健
康
調
査
と
し
て
健

康
診
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

検
診
日
に
は
左
表
の
も
の
を

ひ
と
ま
と
め
に
し
て
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
検
診
受

診
録
に
は
ご
自
身
が
希
望
さ
れ

た
検
診
が
印
字
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
喀
痰
検
査
は
対
象
者
の
み

と
な
り
ま
す
。
当
日
の
受
診
内

容
の
変
更
も
可
能
で
す
の
で
受

付
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
検
診
料
金
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
検
診
料
金

•
特
定
健
診
は
１
０
０
０
円

•
後
期
高
齢
者
健
診
は
無
料
に

な
り
ま
す

•
そ
の
他
の
検
診
は
１
検
査
に

つ
き
５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料

で
す
。

　

検
診
日
の
お
知
ら
せ
や
バ
ス

配
車
時
刻
は
受
診
者
に
後
日
配

布
し
ま
す
。

　

総
合
検
診
で
不
明
な
点
が
あ

る
方
は
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

 

☎
54
–
５
１
３
５

総 合 検 診 予 定 表
実　施　月　日 実施会場 受付時間

６月１１日（月）～６月１４日（木） 町 民 体 育 館 午前８時～午前９時

６月１８日（月）～６月２０日（水） 大 塩 地 区 体 育 館 午前８時～午前９時

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

○
保
険
証
（
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
社
会
保
険
）

○
受
診
券
（
国
保
及
び
社
会
保
険
被
扶
養
者
）

○
検
診
受
診
録

○
尿
な
ど
検
査
に
必
要
な
も
の

有害鳥獣防護柵の設置には補助がでます
　町は有害鳥獣による農作物の被害を防止、軽減する
ために防護柵を設置する世帯に対して助成します。
▶助成額：設置費用の２分の１（限度額１５,０００円）
※雪解けも進み熊の活動が活発になる時期になりま
した。早朝・日没後の作業や外出の際には十分注
意してください。　

　　　◎問い合わせ…農林振興係　☎５４－５３２１

御神楽岳山開きのお知らせ
▶期　　日　６月３日（日）※小雨決行
▶集合時刻　午前６時５０分
▶集合場所　金山町役場駐車場
※登山口までは、送迎バスをご利用ください。
　　　◎問い合わせ…商工観光係　☎５４－５３２７
　金山町観光物産協会（商工会内）☎５４－２３１１

　自動車税は、県民の皆様の福祉の
増進及び教育等のために使われてい
る大切な税金です。定められた納期
限（平成２４年度は５月３１日（木）
となります）までに忘れずに納めて
いただきますようお願いします。
　なお、コンビニエンスストアでも
納付ができますのでご利用ください。
　また、自動車税を納めたときの領
収証書には、継続検査（車検）用の納
税証明書が付いています。車検の時
に必要となりますので、車検証と一
緒に大切に保管しておいてください。
◎問い合わせ
　会津地方振興局県税部課税第二課
　　　☎０２４２－２９－５２６１

平成２４年度
自動車税の納付について
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町内各地区の放射線量
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線
量についてお知らせします。
　２月～３月にかけて放射線量が低い値を示しているのは、積
雪により放射線が遮られているのが原因とみられます。

測定地点：各地区集会所
 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

原子力損害にかかる
「個別相談会」開催について
　福島第一原発事故による法人及び個人事
業主が被った風評被害等による損害に対す
る賠償の仕組みや具体的な手続きについて
の「個別相談会」を継続して開催します。
○日程
受付時間は、全日程とも１０時～１６時
です。（予約不要）

測定日

地区名
2月
17日

3月
19日

4月
17日

測定日

地区名
2月
17日

3月
19日

4月
17日

川　口 0.060 0.064 0.084 大栗山 0.050 0.078 0.066 
小栗山 0.072 0.088 0.102 福　沢 0.070 0.080 0.070 
八　町 0.048 0.060 0.112 三　更 0.062 0.064 0.110 
玉　梨 0.070 0.076 0.088 沼　沢 0.058 0.114 0.186 
西　谷 0.058 0.066 0.096 太郎布 0.054 0.044 0.076 
本　名 0.072 0.074 0.104 横　田 0.084 0.092 0.096 
橋　立 0.032 0.060 0.098 上横田 0.054 0.052 0.106 
大　志 0.070 0.074 0.086 土　倉 0.052 0.050 0.072 
板　下 0.032 0.048 0.062 西　部 0.060 0.074 0.062 
宮　崎 0.060 0.066 0.096 大　塩 0.058 0.048 0.092 
上　田 0.046 0.048 0.084 滝　沢 0.048 0.050 0.086 
水　沼 0.052 0.054 0.122 田　沢 0.044 0.050 0.056 
上大牧 0.044 0.064 0.096 山入１ 0.064 0.082 0.098 
下大牧 0.066 0.064 0.124 山入２ 0.052 0.086 0.116 
高　倉 0.056 0.066 0.090 越　川 0.052 0.076 0.076 

日　　程 場　　所
５月１５日（火） 開発センター ２階 研修室

５月２３日（水） 横田出張所　 １階 和　室

５月２９日（火） 開発センター ２階 研修室

◎問い合わせ
　東京電力（株）福島補償相談室
　　　　　　☎０１２０－９２６―４０４
 （通話料無料）

町では自家消費用食品等の検査をしています

検　　　体 検出核種・濃度（ベクレル/ｋｇ）
セシウム１３４ セシウム１３７ 合　　計

ぜんまい ＮＤ ＮＤ ＮＤ
豆 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
あさつき ＮＤ ＮＤ ＮＤ
ひめます ４３ ６７ １１０
灰（薪ストーブ） ９２５ １２８０ ２２０５
灰（風呂釜） ２５００ ３３５０ ５８５０
灰（Ｈ２２年以前のもの） ＮＤ ＮＤ ＮＤ
ふきのとう ＮＤ ＮＤ ＮＤ
ひめます ６２ ７３ １３５
ふきのとう ＮＤ ＮＤ ＮＤ
水 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
水 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
水 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

自家消費用の野菜や、穀類、清水等が測定できます。
これまでに以下の物を検査しています。　　　　（４月２３日現在）

検査場所：金山町役場住民課
検査項目：ヨウ素、セシウム１３４、セシウム１３７、カリウム４０
検 査 料：無料
受付方法：電話による予約
電話受付時間：午前８時３０分から午後５時１５分
そ の 他：•測定には１検体につき４０分以上かかります。

•検査結果については、原則として当日お知らせします
が、翌日以降になる場合もあります。
•結果については、依頼者に報告するとともに個人を特
定できる情報を除き、公表することもありますので、
ご了承ください。
•検査した検体については、原則として返却いたします。

 ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５　

検体についてのお願い
　検体は粗みじん切り（３㎜
角程度）にしたものが１ℓ分
必要ですが、検査するものに
よって異なる場合があります
ので、指示に従ってください。

この検査は自家消費用の
ものに限ります
　出荷を目的とされる方の証
明には使えませんのでご了承
ください。

※ＮＤは検査機械の検出下限値未満であることを示します。

設置された検出器
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　昨年の原発事故時に、農地で使用または、屋外で保管していたべたがけ
資材（トンネルビニル、マルチ等の被覆資材）は、野菜と直に接するため
野菜へ放射性物質が付着し、葉面から吸収されるおそれがありますので使
用を控えてください。

◎問い合わせ
　会津坂下農業普及所金山普及所
　　　　　　　☎５４－２８０１

原発事故当時に使用していたべたかけ資材の使用は、避けてください

樹木の枝は
焼却しないでください

　樹木をせん定した際の枝を焼却すると、放
射性セシウムが飛散します。また、せん定枝
の焼却灰は放射性セシウムが高濃度となりま
すので、野焼きは行わないでください。せん
定枝はチップ化して堆肥にしましょう。
　　　　　◎問い合わせ
　　　　　　会津坂下農業普及所金山普及所
　　　　　　　　　　　　☎５４－２８０１

トンネルビニールのイメージ マルチのイメージ

福島県環境創造資金
融資制度のご案内

　県では中小企業者が行う環境保全のための
施設などの設置改善又は工場・事業場の移転
もしくは廃棄物の処理のための施設の設置・
改善等に必要な資金を、県のあっせんにより
金融機関を通じて融資しています。

利　　率…年１.３％
融資期間…７年以内（融資を受けてから１年

間の据置期間を含む。）
返済方法…元金均等の年賦又は月賦返済
申込期限…平成２４年１２月２１日

◎問い合わせ…福島県環境共生課
　　　　　　　☎０２４－５２１－７２４８

水稲作付け農家の皆さまへ
　稲作の放射性セシウム吸収抑制対策として
中干しが有効であるとされています。
　町では、稲が放射性セシウムを吸収するのを
防ぐ効果があるカリ肥料を中干し時期（６月
下旬）前に水稲作付け農家各戸に配布します。
　　　　　◎問い合わせ…農林振興係
　　　　　　　　　　　　☎５４－５３２１

山菜類を販売される方へ
　県では山菜類を販売される方を対象に放射
性物質のモニタリング調査をしています。
　山菜類を販売される方は必ずモニタリング
調査を受けてください。
　なお、先月号でご案内した調査の方法が一
部変更となりました。
〈変更点〉
•検査対象の品は１ｋｇ以上用意してくださ
い。
•測定を希望する販売者は毎週金曜日の正午
までに町に申し込んでください。

　　　　　　　　◎問い合わせ…農林振興係
　　　　　　　　　　　　☎５４－５３２１

狂犬病予防接種のご案内
　狂犬病は恐ろしい病気で予防接種が必要で
す。町では地区を巡回し、獣医による狂犬病
予防接種を行います。各地区の時間割につい
てはお問い合わせください。
　予防接種日：５月２２日（火）
　　　　　　　　◎問い合わせ…保健福祉係
　　　　　　　　　　　　☎５４－５１３５
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宮下病院だより宮下病院だより

図 書 室 だ よ り
☆ 新しい本が入りました ☆
□道化師の蝶 ／ 円城　塔　著（講談社）
　第146回芥川賞受賞作！

□続・体脂肪計タニタの社員食堂 ／ タニタ　著（大和書房）
　社員だけでなく読者もやせた。野菜たっぷり、カロリーと塩分ひかえめの料理に魚料理をぐんと増やした
レシピ３０と、赤ちょうちんレシピ２２を紹介。

□オバケのＱ太郎１、２ ／ 藤子・Ｆ・不二雄　著（小学館）
　弟のＯ次郎といっしょにＱちゃんが帰ってきた！大張り切りのお兄ちゃんぶりが巻き起こす痛快で濃密な
ギャグはますます絶好調！　いよいよ始まる「新オバＱ」にどうぞご期待下さい！

☆県立図書館あづま号の本を紹介します。
ツボ ／ 福辻　鋭記　編（グラフ社）
ひるまない ／ 安藤優子　著（講談社）
プロメテウスの涙 ／ 乾ルカ　著（文藝春秋）

◆図書館の利用状況をお知らせします（４月分）
月間貸出冊数　86冊（うち児童書　16冊）
でした。

～お一人様３冊まで、貸出期間は２週間です。
　　　　　　　　　　　　土曜日も利用できます～

お問い合わせ　金山町中央公民館　☎５４－５３６０

あ の 人 こ の 人
４月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

滝沢　息
いぶき

輝
µ
父・滝沢　康成

¶
（横田）母・　　　　薫

目黒　結
ゆ

詩
うた
µ
父・目黒　賢治

¶
（川口）母・　　富貴子

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

目　黒　　　孝（79歳）板　下
黒　岩　うめ代（59歳）西　谷
安　彦　倉　藏（85歳）大栗山
栗　田　長一郎（78歳）本　名
横　田　ウメノ（91歳）越　川
菅　家　イチノ（88歳）滝　沢

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（ 5月 1日現在）

世 帯 数　1,119世帯（＋ 6）
人　　口　2,470人　（－ 6）
　 男 　　1,173人　（－ 1）
　 女 　　1,297人　（－ 5）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

　４月１日付けで県立宮下病院院長
に就任しました黒沢正喜です。
　長い間、当地域の医療を守ってこ
られた板橋前院長が築いた当院の使
命、役割を受け継ぎ、地域に貢献す
る病院を目指してまいりますので、
よろしくお願いいたします。
　さて、私は、へき地拠点病院であ
る当院の使命として以下の３つを考えております。
１　他病院と連携した適切な医療の提供
　当院は、救急医療にも極力対応しておりますが、医
師等のスタッフ、治療に必要な医療機器が限られてお
りますので、病気を的確に選別して会津若松市内の病
院へ依頼するなど、皆様に適切な治療を受けていただ
けるよう心掛けていきます。
２　地域医療を担う町村診療所への支援
　当院では、金山町と柳津町の診療所に医師を派遣し
診療を手伝っています。
　各診療所の先生方の負担を軽減することにより、間
接的に管内町村の医療に貢献できると考えております。
３　地域住民の健康増進への支援
　当院では「院内健康教室」の開催や「出前講座」を
通して、地域の皆様に病気の予防について勉強してい
ただいています。今年度も楽しくて役に立つ内容で実
施してまいります。
　本年度も引き続き安全で安心な医療の提供に努めてま
いりますので、よろしくお願いします。
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

　

川
口
の
西
側
、
野
尻
川
に
沿

っ
て
玉
縄
城
は
築
か
れ
ま
し
た
。

尾
根
伝
い
に
空
堀
や
土
塁
を
築

き
、
峰
伝
い
に
は
雀
ケ
城
も
築

か
れ
て
い
ま
す
。
斜
面
は
急
こ

う
配
、
下
方
は
断
崖
絶
壁
と
な

っ
て
お
り
、
ま
さ
に
要
害
の
地

で
す
。

　

１
５
４
４
年
、
山
ノ
内
俊
清

が
横
田
中
丸
城
を
長
男
舜き

よ

通み
ち

に

譲
り
築
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

城
主
が
こ
の
地
を
離
れ
る
ま
で

の
40
数
年
間
、
堅
固
な
砦
を
誇

っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

本
丸
か
ら
は
本
名
・
中
川
・
内

川
・
上
野
方
面
を
展
望
で
き
ま

す
。
遠
く
戦
国
の
時
代
に
思
い

を
は
せ
つ
つ
、
ブ
ナ
の
新
緑
を

思
い
切
り
体
感
し
ま
し
ょ
う
！

▼
と　
き　
５
月
20
日（
日
）

 

午
前
９
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所　
川
口
集
会
所

▼
講　
　
師

　

会
津
古
城
研
究
会
会
長

 

石
田
明
夫
氏

◎
登
山
が
で
き
る
服
装
で
お
出

で
く
だ
さ
い
。

◎
雨
具
、
飲
み
物
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

 

☎
54
–
５
３
６
０開発センターより玉縄城跡を望む

案
内
人
養
成
講
座
「
玉
縄
城
研
修
会
」

新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら

春
の
玉
縄
城
を
歩
こ
う
！

　

今
月
は
４
月
に
会
津
坂
下
警

察
署
金
山
駐
在
所
に
警
部
補
と

し
て
着
任
し
た
柴
田
栄
正
さ
ん

に
金
山
町
の
印
象
や
ご
自
身
の

趣
味
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

復
興
の
一
助
に

「
私
の
前
任
地
は
会
津
坂
下
警

察
署
で
し
た
。
今
回
の
金
山
駐

在
所
勤
務
は
自
ら
志
望
し
た
も

の
で
す
。昨
年
７
月
の
新
潟
・
福

島
豪
雨
で
の
金
山
町
の
被
害
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
微
力
な

が
ら
復
興
の
手
助
け
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
た
の
が

理
由
で
す
」
と
福
島
市
松
川
町

出
身
の
柴
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

人
情
味
が
あ
つ
い

「
金
山
町
へ
は
、
仕
事
だ
け
で

な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
何
度

も
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
只
見
川

の
川
霧
、
新
緑
に
覆
わ
れ
る
山

並
み
な
ど
風
景
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

四
季
折
々
に
変
化
す
る
風
景
を

駐
在
所
か
ら
眺
め
る
の
を
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
も
人
情
味
が
あ
つ

く
非
常
に
親
切
で
、
今
後
の
仕

事
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
町
の
印

象
な
ど
を
話
し
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
町
に

「
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
す
る
よ

う
に
、
指
導
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

復
興
が
ら
み
で
工
事
関
係
者
な

ど
、
町
外
の
見
知
ら
ぬ
人
た
ち

が
町
を
出
入
り
す
る
こ
と
に
な

り
、
人
の
流
れ
が
今
ま
で
の
金

山
町
と
は
違
っ
た
状
況
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
犯

罪
の
な
い
町
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
交
通

安
全
や
防
犯
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。

歴
史
を
研
究

「
私
は
歴
史
を
研
究
す
る
の
が

趣
味
で
、
会
津
坂
下
警
察
署
で

も
歴
史
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て

い
ま
し
た
。こ
こ
金
山
町
は「
会

津
」
と
い
う
地
名
の
発
祥
の
地

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

貴
重
な
史
跡
が
あ
る
の
で
、
そ

う
い
っ
た
も
の
に
触
れ
な
が
ら
、

金
山
町
の
歴
史
を
研
究
し
て
み

た
い
で
す
」
と
柴
田
さ
ん
は
笑

顔
で
話
し
、
町
で
の
生
活
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

町の安全を守る

柴
し ば

田
た

栄
た か

正
の ぶ

さん（川口）

お じ ゃ ま し ま す

歴史好きな柴田さん
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